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技術指針 別表第二（第六条関係） （（（（案案案案））））
参考項目 参考手法

環境要素
環境要因の区分 調査の手法 予測の手法

の区分

工場事業場用地造成事 一 調査すべき情報 一 予測の基本的な手法

騒音 業に係る工場等におけ イ 騒音の状況 音の伝搬理論に

る事業活動 ロ 地表面の状況 基づく計算

二 調査の基本的な手法 二 予測地域

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに 第三欄第三号の調査地域のうち，音の伝搬の特性を踏

当該情報の整理及び解析。この場合において，前号イの情 まえて騒音に係る環境影響を受けるおそれがある地域

報については環境基準において定められた騒音についての 三 予測対象時期等

（（（（既存既存既存既存）））） 測定の方法，測定場所及び測定時刻。 工場及び事業場における事業活動等が定常状態であ

※ 例として表示 三 調査地域 り，適切に予測できる時期

音の伝搬の特性を踏まえて騒音に係る環境影響を受ける

おそれがある地域

四 調査地点

音の伝搬の特性を踏まえて前号の調査地域における騒音

に係る環境影響を予測し，及び評価するために適切かつ効

果的な地点

五 調査期間等

音の伝搬の特性を踏まえて第三号の調査地域における騒

音に係る環境影響を予測し，及び評価するために適切かつ

効果的な期間，時期及び時間帯

一 調査すべき情報 一 予測の基本的な手法

【追加】 【追加】 イ 低周波音の状況 低周波音の伝搬理論に基づく計算，事例の引用又

低周波音 風力発電所設置事業に ロ 地形及び工作物の状況 は解析

係る施設の稼働 二 調査の基本的な手法 二 予測地域

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並 第三欄第三号の調査地域のうち、低周波音の伝搬

（列車，自動車の走行 びに当該情報の整理及び解析。 の特性を踏まえて低周波音に係る環境影響を受ける

も追加するか？？） 三 調査地域 おそれがある地域

低周波音の伝搬の特性を踏まえて低周波音に係る環 三 予測地点

境影響を受けるおそれがある地域 低周波音の伝搬の特性を踏まえて前号の予測地域



四 調査地点 における低周波音に係る環境影響を的確に把握でき

低周波音の伝搬の特性を踏まえて前号の調査地域に る地点

おける低周波音に係る環境影響を予測し、及び評価す 四 予測対象時期等

るために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地 低周波音に係る環境影響が最大になる時期及び事

点 業活動が定常状態になる時期

五 調査期間等

低周波音の伝搬の特性を踏まえて第三号の調査地域

における低周波音に係る環境影響を予測し、及び評価

するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる

期間、時期及び時間帯

※ 他県の指針においては，もっと細かい記述となっているが，本県の場合，詳細部分はほとんどマニュアルに記載されているため，問題は

無いと思われる。

【検討案件】

・ 予測の基本的手法において，「低周波音の伝搬理論に基づく計算」を加えるべきか

→ マニュアルにおいては，①類似事例の参照，②伝搬理論計算式，③経験的回帰式，④模型実験，⑤その他適切な方法が挙げられている。

→ 他県においても，技術指針に伝搬理論式を挙げている事例がある。

【追加】 【追加】 一 調査すべき情報 一 予測の基本的な手法

風車の影 風力発電所設置事業に イ 土地利用の状況 等時間の日影線を描いた日影図の作成

係る施設の稼働 ロ 地形の状況 二 予測地域

二 調査の基本的な手法 第三欄第三号の調査地域のうち，土地利用及び地

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに 形の特性を踏まえて風車の影に係る環境影響を受け

当該情報の整理及び解析 るおそれがあると認められる地域

三 調査地域 三 予測地点

土地利用の状況及び地形の特性を踏まえて風車の影に係 土地利用の状況及び地形の特性を踏まえ，前号の

主務省令と福島県技術指針 る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 予測地域における風車の影に係る環境影響を的確に

の内容が全く同じであり， 四 調査地点 把握できる地点

そのまま引用した。 土地利用の状況及び地形の特性を踏まえて前号の調査地 四 予測対象時期等

域における風車の影に係る環境影響を予測し，及び評価す 発電所の運転が定常状態となる時期及び風車の影

※ 本県既存の「日照阻害」 るために適切かつ効果的な地点 に係る環境影響が最大になる時期

においても，記述の細部に 五 調査期間等

違いはあるがほぼ同様 土地利用の状況及び地形の状況を適切に把握することが

できる時期



【追加】 【追加】 一 調査すべき情報改変及び施設の存在，施設の稼働 一 予測の基本的な手法

電波障害 風力発電所設置事業に イ 電波の発信状況 実用式によるコンピュータ・シミュレーション又は

係る施設の存在，施設 ロ 電波の受信状況 事例の引用若しくは解析

の稼働 二 調査の基本的な手法 二 予測地域

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに 第三欄第三号の調査地域のうち，電波の伝搬の特性を

当該情報の整理及び解析 踏まえて電波受信に係る環境影響を受けるおそれがある

福島県と長崎県の書きぶ 三 調査地域 地域

りを比較し，より簡易で 電波の伝搬の特性を踏まえて電波受信に係る環境影響を 三 予測地点

本県の書きぶりに近い福 受けるおそれがある地域 電波の伝搬の特性を踏まえて前号の予測地域における

島県の事例を引用。 四 調査地点 電波受信に係る環境影響を的確に把握できる地点

電波の伝搬の特性を踏まえて前号の調査地域における電 四 予測対象時期等

波受信に係る環境影響を予測し，及び評価するために必要 事業活動が定常状態であり，適切に予測できる時期

な情報を適切かつ効果的に把握できる地点

五 調査期間等切に予測できる時期

電波の伝搬の特性を踏まえて第３号の調査地域における

電波受信に係る環境影響を予測し，及び評価するために必

要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間，時期及び時

間帯


